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南インドの村落 と米作農業

ーアピニマンガラム村の事例研究
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辻仁めに

本稿の筆者は， 1967年 1月～ 4月および1969年

1月の2度にわ之って， rHイン下山J ドラス（々 ミ

ノレ・ナードゥ〕州テイルチッラパリ県ムスリ郡アど

ニマンガラム付借りにおL、て f出村経済構il:-Uiこ

r11する実態調査を試みたω この長村調査の体験iこ

もとづu、て，幾村経済構造の研究に関する方法論

上の問題池山および土地行政史からながめた fナ

ーム村の性格叫3）については，それぞれすでに独

立した論文の形で考察をすすめてきた。 したがっ

て， 本稿では！二記の拙日前につづいてアピニマンガ

ラム村の経済構造を明らかにするに必要な限り

で，米作を主とする農村経済を検討したヤ。

調査村の選定は，次の基準にしたがって行なっ

た。

(1）一つのまとまった社傘生活の単位をなしてい

て，しかも限られた期間（2～3ヵ月）内に悉皆調

査を完了しうる規模であることげl'4 j 0 

(2）多くの移住労働者をセイロンの湿潤地帯Wet

Zoneへ送り出している村であること世5）。

か
村 山尚 司

(3）稲作（溢概農業〉を中心とし，補完的に畑｛乍

（非港紙農業）が行なわれていること（注6）。

(4）カースト構成があまり片寄ってかなし、標準的

な村であること。

(5）社会経済的な条件を急激に変える上ろな特殊

な現象が存在しないこと。

(6）独ウ.1を土地改革が実施された村であおこと。

わがγ ［：＇＇ －＿－：＿マンゲラム村社、 これらの民準を必

ずしも理想的にみたしていたわけではない。 こと

V，面出調査を始めてからう式，'v、たことではある

が，世帯数が予期以上に多く（178戸），全戸を訪ね

ζ，iこは， 相当’忙しし、煙いをしなければftムなか•）

に。しかし，調査十iを選定するためだけにあまり

多くの日数を費すこともできなかったので， アピ

二マンゲラム村に落ん着くことにした。のちにと

イロンの湿潤地帯や日本の滞陳平野における米作

民村の経済構造との比較を試みるうえで， とくに

不都合な点はないと忠われたからである。

アピニマンガラム村の居住地区から約1マイル

離れたプタナンパティ（Puthanampatti）村の宿舎か

ら，毎朝調査票をかかえて自転車で通うのが調査

の日課であった。時には，パンチャーヤト（Panchiiy～

at）事務所に寝具を持ち込み，昼閣会うことの困難

な農業労働者に面接したり，グラーム・パンチャー

γト裁判所（後述）の公判を傍聴することもあった。

この調査は，北インド（ウツタノレ・プラーデシ州）

で農村調査を行なっていた長崎暢子氏と，通訳を
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Ⅰ　村の概況
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H々念頭にJH、て，忍定LTニ。ひきう tナて下さったパズルーラ・パードシ γ一氏

況概のネす

タンジャウ

ールの農村地帯（力一ペリー・デルタjを案内して

いただlイこ〆 γラーマLi浮上（デリー大学）をはじ

このほか，の協力を得て行なわれた。

;' 1：・・ニマンガラム村はムスリ郡の東部に位慌し

このムスリ郡は五つのパンチャーヤてし、。〈注1）。マ I；，～べ大学農業経済研究センタ－－，＇ i',－γンめ，

卜開発地K Panchayat Developm日ntBlock （世：2)

かc，なりたってし、々が，第 1同lこ，r：，されてし、ると

おり，アピニ fシガラムキすはムス I）リfンチャーヤ

中央政府

の復興局 RehabilitationDept.，マドラス州政府の

公共局［＇ ul〕｜］じ Dept.,;j:；よび内務局 Homじ r)cpt., 

テ fYレチッアパリ県庁 Coll飢えor’sOffice，ムスリ

ムガスングラム教授やムヴゲイヤ－It;,

県庁所在地のテイルチ

郡事務所のあるムスリか

ト開発地区に属している。

郡事務所 Taluk0前ce等の関係者諸氏から貴ー重

なご教ぶをそij・, 

ッラパリから20マイノレ，

近在の商業中心地で、めるトライヨノレ:', 19・ ！イノレ，また数々の便宜を供lj‘してヤた

このTraiyurからは10J イルの距敵にある位3¥なにひとつ報われることがな

このようなわずらわしい調査

と；IJ cit, だし、た。

:1昔II市からは 1日に 2～ 4回の私営ノミスが運行さ
いにもかか:I)らず，

村民の主要な交通手段となっている。れてL、て，に心よく協力して下さったアビニマンガラムネナと

i・ ( ，~チヴうノ： II l呆にはめer1ーし、工業がみられ

；－：£，速な工業化もあまり期待されていないので

1年を通じて

3～ H月が最も暑く

農業県として知られている。

久(ii止の変化は大さくないが，

9 J-l以降に南丙モンスーンが雨を

rn 4 l 

、
－
9
 

乾怜1している。

もたらし，主たる農業シーズンが始まる。

ムスリ郡の農耕地は， 水利用の方式によって大

さく；i区分されてレる〈これはまた徴税上の農地区

分でもある〉。

(1）カーペ川iiから水路を引いた濯i陵地（Wet

Land）。

12）井戸から揚水する半濯瓶地（（；ardenLand）。

Ul）全く天水に依存する無濯j陵地（DryLan《l）。

カーベリ川沿いの瀧概地では， 水稲を年に 3回

単位面積当たりの収

北部の丘陵地帯へ向かうにしたカLって

平均収最も低くなる。前者の地

後者の地域

にはザミンダーリ一村やイナームダーリ一村が多

アピニマンガラム村は両者のほぼ中聞に｛立医し、。

(ij: J j ¥l,innimangala111 Village，孔小川li Talul王，

’l'iruchirapalli I )istrict、MadrasState, Tnrli‘，1. -t I＇、ヲ

ス州でiJ, :I；ー〈リ /11c') flA[に（セtnするタンジャウー

ル・テ l グ L ラアマ乙ft l Lちしうにおじ－：， ：＂~付調査

が比較ド，＇ ；~、 ijなわれ： f h，従来ティ，， r-・／ ラパ

l）県でl:., j fしど安施ιil （＇，＇ない。！日］民 L:~ N象地i戒

に選λだれもな！塑f主J日、（1)19世紀以昨年く，.'Jヅ守ン千

ーンョン労働省をセイ汁ン烏にt去っていること，（2）カ

ベリ 1I!.', パ距離に，！た曜、班長業のそil:p 伐察と

ぎるこ l （ ム／。

（注2) J'H: ≪a1「農村経済構造の研究について」（『ア

ジア経済』， 19701!'-ll刀号〕。以下拙稿 Iとしてリ｜用ず

る。

Ci主：-1) iii' r，品「南イ γ いう fナーム村LV ノベ、亡ー

アピニ、ン ／1 ノム村の許例 I,-,1心に一一」 cir,r洋文

化』，第50・51合併号， 1971年 3月〉。以下拙稿日と I,

て引用する。

（注4) -If メプリンノフを 1i；＇、界一自に J品、て:J，拙

稿 I,43-: J参照。

。主5) アピュアンガラム村の実態調授は，セイロ

ンにおける茶およびゴム・プランテーシ留ンに阻まれ

た米作農村における経済構造との比較研究の一環とし

て行なー〉たら のである。

（注6) 11本の米作地市や－t-イロンの浪i沼地慌の農

58 

：村の方々に深く感謝し，___ ¥ 、7＂タナ 1

栽培することも可能であり，

誌も多く，

無濯j銃地が多く，

域にはラィーヤトワーリー村が多く，
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（出所〉 仁ensusof India 1961, District Hanrl book, Tiruchirapalli, Vol. IL 

L, il）はなく，井戸や小さな貯1¥？也から訟氷iJる

(2）のナンジャ地と，無j撞j隊農業の行なわれる（3）の

プンジャ地とが混在している位5'o 

アビニマンガラムがどのような規模の村裕であ

るかについて， ここでその概況を示す数字を列記

しておこう。

(1) 人口惟6) 677人（178世帯）

埋葬地

火葬場

寺鋲J也

貯水池

放牧地

荒蕪f也

(6) 共向井戸（生活用水〉

1.75ヱーカー

0.37エーカー

14.0JIーカー

74 ヱーカー

302.60エーカー

537.27ヱーカー

5 

山 総 面積 出叫.4エーカ－ カースト・ヒンドゥー用 3，ハリジャン用 2

(3) ナンジャ地〈おもに水田〕 121. 79エーカー

1967年の課税額 255.11ルビー

は） プンジ γ地（おもに畑地〉 1259.57ヱーカー

1967年の課税額 1087 .19ルピー

(5) 非課税地

道路

宅 地

984.69エーカ－

37.96エーカ－

16.75エーカー

(7) 濯概用井戸（農業用水〉

(8）貯水池

(9) 家屋数

(10）校舎

{1首公共読書室（1966年設立）

(12) パンチャーヤト事務所

(13) パシチャーヤト裁判所

175 

5 

215 

3 

1 

1 

1 
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第 2 ei司 アピて 7 ンザラム村略図
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115) fく1''1-:1111

i16: *' r,,, 

117) 洗i'rll庄司 jぷ序

118）郵便h,l

(19) 生命保険公社代理店

ただし，開店休業

(20] 庄内電灯線（配線済）

1%7年 4月現従申請1)1
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ただし 1960年1月に至るも電力は供給されず。

日］1 電力持；料提（購入済〕

1967iF 4月現在申請中

~>'.:) 'i" { --1/1レ揚水機（使用，11〕

iヨ31 ヱ－ ！； ー当たりの地価

11戸｝すべて
｝ヴェラ

花戸 j ーラ

21"' 
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寸ンジγi也

子ンシャi也

2000～5〔）00ルビー

100～ 500 rレピー

(/i:l) J トJ うメ JI［ては， i也.h11 i女Lノ｝：上一’止勺 (ji｛止が

11,1. District てあり， '( ,i) トーとターノl ク 1、aluk，一 ilflJ

ii ，？＇.，徴収い（本焔では打i\ と 1沢して~； < ）がれかれてい

ろの 子イル千ッ Fノミリ店lCJJ易｛＇，， ]()JJケ パケ h：けか

,j Lてし‘ ＜.＞ o

Cil'2) このパン千ャーヤト間交j也l{U, 4Hf政村

，＇）パンチーャーヤトの ill｛；体である JLンヂャーヤト・ユ

三オン点、カノ、 7る地以と設なっているα

(ii' 3) ムスリとトライヲノしとには，中イロンJ）プ

ランテーション労働者を)Wff]fるt.:/J) -t・ 1 ＇＂ン移 (lJ,;J

(Ceylon Emigration Commi8sion）シ勺・／；：務所主はかれ

二いた。七 fロン独立後，その事務（t,・ fノlチッラパ

リにある荊イロン扶植民協会（CeylonPlanter's Asso-

ciation）の出張事務所によって引きっかれてL、る。

(il' 4) cf., Govt. of Madras, Techno econo叩 ic

Survey of Madras; Report of the National Coun 



Ⅱ　住民とカースト
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なかぎりで研究されたければならなレ。

テイルチッラパ

1)1系ではブラブマン人口が少なく，

としてカーベリ川沿いの村と都市とに限定

これに対して，数のうえでも‘村落社

農村地帯で優位に

：プ flレナではシュードラに属す

アビニマンガ

ブヂラ 7 ・：（ ンが最上殺であるとみなされていたが，

それ以外の点、ではウエラーラの勢力が圧倒してい

fこ(I!：，）。

cil nf Applied Econmnic Re.、e,uch(Madras, 1960). 

〔it:5) ナンジャ地とプン νャ地については打li:fii;j 

ll, 248ベーアのふ：， 8かきま照。

Cii: (j) 11川！こ（三｝） ,. サス4 jれt工、 人IJ1土州民人

で1967年の人flよりも今い。しかし，この数字はセン

＋ス l ' J丁な；／－，.1,Lニ［H 、道路lt'tのためゾピニ

ヌム村で働いていた労（勧告の1性；？？？も慌人されてL，、らの

で， lノケ l11,JHの）.I ＇が減’ L：てい） とを （"-!: L 

ないn マド 7λ 川政府ν）げ立によ J て－l,，／サス川町L';;; 

合｜羽弘；する険外を ＇J・;' 1＇）れたが、ニグ） J:’う公 ・ht＇；か i':,

苧！；.，｛｝： ! ！，＇； らlnJ十「：こl渇1っ，＇1,,Y 、七 y '・ J、c'J]' 

はJI：般の対象にでうなかっと。

cf.町 r;ovtーハfMadr山、 CenstれイIndia,196しVol_

IX, Madras, Part X-11, District Census Handbook, 

Vol. 11, pp. lfi2～163 

その居住地域

タンジャウール県とは異なり，

も，

さオもてl也、る。

会における地位からいっても，

カ

ifっているのは，

るヴエラーラ Vellalaである（注1）。

ラムHでも，；iミ教上のけがれの序列でJ土問題なく

カース第 1表はアビ‘ニマンガラム村の住民を，

性日！Jに整理したもοである。住民は，ト，＇， j三jlfi,'住民とカ、ーストII 

目的から大きく三つの与テゴリーに I.JJ_llJされてい

る。憲法上，特別の保護規定があるハリジャンを除

いたりース l・ .ヒントゥー先進集団 iりrwardcom_ 

munityと後進集団 backwardcommunityとに分

行政上の計17のカーストから構成されているが，

ア七一マン lり、 7ム卒、fにおけふ辻会・経済！t;,i；－に

その

. .I.て貌を11nらかに寸ることができないとして也、農

付経済構造の基本的伝性格を解明するために必要

1Sめるカースト制の役割はきわめて大きい。

アビニ7 ングラム村の人口（カース卜，年齢，十主HIJ)
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Ⅲ　パンチャーヤトの活動
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スト・ 1：ンドゥーよりもアーデ、ィ・ドラ t:'

グのffが上り多く高等教育を受けているという特

製な現象を生んでいるのである。
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 心というすιti与えゐ避けらむ（£ < f;. I) ' 

その結果，村議の秩序がこわれる恐れが生まれる，

とャウ (TJl':f',!J係者の，吉見であ，た。

の子弟立

村落？士会の開発に問する事業社パンどころで，この戸齢Iこ述L・c ＇－、る児童小う人，第4京iし

チャーヤトによって推進されることになっている

が，アピニマンガラム村にはニつのパンチャーヤ

トが存在する0 4 つは，

マドラス

家庭で満足な食事をと

学校に通つぐいる者の数をフIミしてし、る。

州政府の無料給食制度は，

婦人代表やノ、リジャン代っていないf-｛！！，たちを学1た＼向かわせる大きなカ

表i含めて全委員（ 7名〕が，村民の中から選uiさ
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収入項目のうち，パンチャ入支出決算書であるo

ーヤト連合会（ブ口ツク凋発事務所〕からの交付{J':

印紙税は連合会から村の土地税は家屋税と同額，

地域税徴収額に比例して焚付されるものである。

ll連合会で土地税と 1，立時に一括徴収しf二部から，

支出項村民 l名に20バイサの割合で交付される。

借入金返済は，委員長のポケソト・マ

ネーをパンチャーヤトが借りていたからである。

アどニマLガラムの，U チγーヤ卜委員長は，

日のうち，

のである。

( 1 Iペンチャーヤト図書の購入（500｝レピー〉。

(2）防除用スプレヤーの維持管理（1961年に 200；レ

ヒ。ーで購入〕l

(3）ラジオ覚信機の維持管理（1%2年に 360ルピー

で購入〉。

(4）タマリンドの植林とその管理（1962年に 100本

を10001レピーで道路沿いに植林〉。

2"i} 6表は、 1965年 1Jlがら196的：3月tて%刈Z
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、.－， 'l！‘川ソ：、；，司 ど・， L ,-i, I川正tileI c1 ,1) if 11交を｛に

（干す一ることにぷ IJ／，＇，；；ご占》ふ， と＼ ・AdL℃L、る。

二i'.i二）：.J' f、 Hi：ちの t'1drとL、； iJi{Zから‘i、

J」、［＿， 7，もう’ h '1 白、 J 子 γ」→ γ：、とある 7＇） 、一

ム.／ 、ン f¥ ¥' ：、山日〕立＇ ,re-~."- i安川

（これはカノレナムも1，，）じ）。

村の憤ttとLて少なくとも年に，1¥ii］の全村民の

集会 gramsahhaが開かれ，重要な問題が決めム

れと3ことになっている。しかし，実際に発言するの

はヴ r ラーラだけであり， fこし、ていはグラーム・

パンチャーヤトの決定を事後承認するにとどまっ

ているそうである。ここで注目すべきは， そのよ

うな支配力をもっていらグラーム・パンチャーヤ

トの構成日が， 日本のネlnように地主とはかぎら

なl、,i,',i_である。村落共同体内の序列は，士地所有

l百千w二／tr,よ：しないのである。

ここで， i丙ノミンチ γーヤトの構成員と村役人の

々主をナンジャ地所有面積を付して掲げておこう

(Vはヴエラーラ， Pはパラヤン， Bはプラフマンの略，

a:tエーカー， Rsはノレピーである）。

l. 開発ノfンチャーヤト

C，、ふ L-' L：へらィ 二，，， p 、； f- ¥・ ＼＇：、 l上、 11 I (1）委員長， V，自作農， 3.5a ，連合会会長
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日、 fL (, l正j七｜日：（cC : l ,¥ , ，、 ( I 二，＇,- jf ＿；ム村

オ（：！）妥巳， V, 白ノトi乍， 0.5a, グラーム・ノミン

ナャーヤト委日長

IJ＇，か4 仁にこJいJ(1> I 'r'1＇－ハ家糸のおじよ： '-cひら 本（4）委員， V，無職（（3）の妥），婦人代表

かれどJJJi,J111引付であゐと L、：， 文献史料はない 本（5）委員， V，無職（老齢のため）， 0.5 a 

ヴょ｝ーヲの間ではと ＂1i,;じられてL る。 * (6）委員， V，小自作， 0.66a，村内で商店経営

JUドにわj.-_ I亡、ゲノーム・パ；， Fγ ーヤトは， 17）委員， P，良業労働者， o，ハリジャン代表

A 切のキJr＇す11',LlliびノIW/iとじふたり t ;f-j:J)f尖j子をtlHイ￥ :z.グラーム・パンチャーヤト

L 亡き Jム現（I:・Lご〕 Cふら 1 二（＇）う示ーム・バン ホ 11）委員長， v，白小｛t,0.5 a，開発ノミンチャ

Tγ 、－ ＼・卜山決定を執行するれ占、ム L シブ munsif －γト委員

(ti i丸と，if{-"l 1 .~ことがち b j でふと〉しムンシフr:tカ （別委員， V，自作良， 1 a 
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係tこ0訪日であるが． り；l,ナムのよ「｝に品l設によ ネ（4）；委EtV，白小｛下， 0.66a ，村内で、商店経営
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* (3）郵便局長， V，自作農，1.33a, Rs. 45（月給）

(4）雑役夫， P，公務員， O, Rs. 47 （丹給）

(5）番人、 P，農業労働者， O，現物給

（＊印は10年以上セイロンへ出かせぎに行ったことのあ

る者〉

こうしてみると，両パンチャーヤトの委員を兼

ねてヤるず「が2人， さらにグラーム.＇＇ンチャー

ヤト委員長の妻が開発ノfンチャーヤトの委員でも

あるため、党質的にはゾヲーム・バシ sf－ャーヤト

で重要事JYfを決定しごも不都合は生じff_v 、のであ

る。なお， ハリジャン代表の委員は会識で同じテ

ープノレにつくことが許されていない。村の慣行に

よって、 「ーデイ・ドラヒグは会議中台っている

か， t山i訂に映るかのどちらがを選ばなけれ［まなら

ないのである。公務員である村の雑役失は，ムン

シフやカルナムの助手をつとめる仕事であり，こ

れも世現職である。しかし‘同じパラヤン加ら出

る番人l士， グラーム・ペンチャーヤトの雑用を引

き受けるのであるが， これは世襲職ではなく， 1 

年ごとにノ？ヲヤンが安代で任命され乙

グラーム・パンチャーγトは，村内の争い事を

調停し，農業労働者の賃金水準を決定し，村の寺

であるマリアンマン・コービルの祭を準備し，村

内の小犯罪を処罰し，村内で豚を飼うことを禁止

し……ありとあらゆる村の中のめんどうな閣題は

ここにもちこまれ， その決定はパラヤンの中でひ

まな者に大鼓をたたいて村中にふれまわらせるの

である。 グラーム・パンチャーヤト (7)決定を守ら

なかった者は，村落共同体の相互依存関係から排

除される。たとえば，ヴエラーラであれば村の寺

に入れなくなる。肉親の葬式も行なえなくなる。

パラヤンであれば，村内で求職の機会が閉ざされ

るのである。

グラーム・パンチャーヤトのおもな財源は次の

6月

とおりである。

( 1）マリアンマン・コーピルのナンジャ士也（I S1 ，り

からの収益（小作f十）。

(2) 5マイル離れたヴィーラニ（Veerani）村から

牛乳を買いに来る 2人の搾乳業者から年額らOルピ

ーずつ徴収。

i3）マヒマイ maliimaiと呼ばれる徴税。

これは村から外へ出るすべての産物に対して課

せられるもので， ぞの税率は斗1車いっぱいのも！？に

対して 50パイザラ殺物なら lJレ！？ー，緑ij!:;t,:,-,[)() 

パイサ，一対の牛に対しては 1／レピ一等々 。

(4）タマリンドからの収益（1966年で40ルピー〕。こ

れは開発パシーFャーヤトにど》て楠林されfこ本か

人の収益であみυ

(5）満月の夜間かれるグラーム・パンチャーヤト

裁判所による劉金刑より。判事は 4人の委員全員

である。

(6）マレーシ f '<' ，.イロンへ出かせぎに行♂， C＇、
る村民からの寄付金。

？とのよう tこして集められたヂヲーム・パ＞ Fγ 

-＼’トの基金f:t' 学校や寺院の修復，コーに IC'V'

祭事：，寺領地の改良など村全体で必要とされるこ

とがらに支出されている。

〈注 1) カ〆／ についてロ；，／） ，－ノれることは今かんι

)fンジーの主張三♂！ものはま fはど Aど邦訳パ jl -1 

与し、。現在，行めいへ手でぎる u,;1 ,X；ヲ3点のみ C,c） 心。

1. 蛾Ill芳郎訳『ガンジ一白伝』，中央公論社，1967',ro

2. 森本達雄副1：『在、のJf暴力 I』，みすず書房，1970＇..ト。

3. 古賀務nr；ス『れ抗するな・！！日111-ifるな』，，;enr1仇

1111社， 1970'<1n 

〔十＼： 2〕 1969"1ーま C村；：は｛吏／Jrd〕；t生Rまされていとふ’不

展は存在しなか J た。

〈注3) Electric Board of Madras Govt＿仁よご，f?,

村電化の条f'Iu, (11少なくとも J:,[H併が村内己決来月i

に電力を使用 r，：；七、志をも η て1、υこと，（2）て ν川 ι；rノ

過半数（8戸〕が電力揚水機セットを購入寸ること℃

あった。



Ⅳ　米作農業と土地所有関係

1971080071.TIF

it1)fj:{i－を補完する補助的な役割を果たしているわl Sa,aswれtiAide,,! Juni《げ( ;: ,I 1 , 1,1. '1 

I＼：ドicSch，、ol :, J。

＼ずじl1I111 ligh School. iリイicl'!うパ J J、t Ii 

,, , ・r ¥; i': , , ，.ヌト＼

''' ( 

iゾ、 iご!KIUK,壬，ttf.管；、｝：、〔をあ;j）せて千写令雪：tをすすめ
一円

C, 

。三とにする。

tJ也所有i二／iv、て力 yレナムの登録しているナン

I'', lメ 1
Ii' 

的々の村氏に而践して得た数字ξヲ晶
玉今
B高山

山
与のυムI, 仙

サ（、｛》

最終的には七地改革のため

iこ＇ff施され亡し、るj也僚II問責にもとっく！熊本の発行

によ＇，て確定されることになっていた唯！）。わた
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村内の住民によって所くしたちの調査によれば，

作されてu、るすンジ γ地面積は 76.73エーカーで

これとはらljに 1.5-1ヱーカーの寺領のナンジあり，

また，約20エーカーが村外（隣村）地主

?i支り均；tfif:タトへ出かせぎに千tっているi二11r千了され，

l,,]-j:-J・ 出身者によっ亡 /Jr布されていることになる。

¥' Jlj I ＇，、：， tJ C I) 

tH ,hift"i:山山、

/ tに HJく！民＇： .,, ' 

f ぃ； I /:~ 

【I:''p _j ρ1:i'il, /, ャ｝也がある。

l；↑、：下川、

] I ,i,; I I .－－℃，it:, ,f,_ i'i刀 i:円、

l見11

ii 1!1'111),1' ＇，’； :'I，，＿：マ↓； I：，、 1,1,

I I i l十九 I、 '. ,, ← 'J: 

d, IL IL Wil吋m,A (,'lossary of Judicial and 

Re, em，，• γ（＇／つN 月 of /Jritish Indi,t, London, 1855, 

p, '.!17, 

－
 

K
 

I
 

－
 

－
 

〕ーt
 

i
n－
 

第 1izが示すとおり村内ナンジャ地の大半は，

ヴエラーラiプにすーうによって所有されている。
4‘→ 

ガウンダー Ci戸），ノZンダラン C1 t') 以外では，• r .. ,r, t '-1, 

およびヴァルナン (l戸）がナンジャ地を )'fr有し
4‘ 

いずれも取得したのは近年のことであているが，+ • • ' 芝t1 ”写
，，，事

~•, J 

アビニマンガラムがグエラーラのキずであった
ず

も〉。

二こでも明らかである。ハリジャンでナF レデ｝工
、ー」一’， ' 

ンンャ地を所右’している農家は I戸もない。

当然水稲が主十ンジャ地に栽t）＇＼－される作物は，本作農業と七j也所有！吋｛系I¥' 

そのほか白モドコシ（cholam) （注 2)'体ーて、あるが，

シゴクビエ， ライム， i手Ih少事kキピ，トウガラシ，ゲラム村における主要な主主済活動は

ぞれは単に最もE主要な古Ill＇うというに民業である。

とどとらず，

すンジャ地はキiを貫通ki.L，バナナかどがある。

している小さなJII CカーペリjIIのー支流）と五つの向上させるこ民業生産を安定させ，

この小川しカ￥し，貯水池の周辺にひらけてし、るG

から農業用水が得られるのは，

村氏；＇）経済生 i,f;ーの基軸となって L、て，農業／ 

3カ月Ffi季の 2'どのよう伝か/f,,f-,1）方を Lてし、るか生産に社し

貯水池についても最も条件のよいとこにすぎず，とい九三と品ゐ村内における世会関係の基底をなし

そ.h,だ2力月にとどまり，多くは，ろで 5カ｝－J,二VJ村ーの農業は，永田けーンンヤ地） lJt作，一一F一＼、、＇， cl。

けではとうていナンジャj也をナンジャi也として品，ff:畑地（アコ／〆ャt1t>rn1'1および牧畜ト二大11)1］される。

J JIや貯水池

井戸から揚水

69 

したがって，

から水の符られるナンジャ地でも，

持することができなし、ct:陥J支出；土「ピ：マン Jゲラム村農業の

あとのケてノヲ性格をm.定ずる基幹的なf.',:t立を占め，

/c刀hでも，
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第7表規模別ナンジャ地f予rHl皇家数
(a：エーカー〉

I <>-;?.・s1 :1 :-:1s1 ~21 ~ 14a寸計

三~.A1]tmttr1~i 
して補うことが不可欠である。 しかし，それはま

だ志まれている方であ什て，約70＇%のナンジャ地

はほぼ完全に井戸からの場水に依存しているので

ある（天水の不足を補う手段としてム、

井戸から給水する方法は次の図に示されている

とおりであって大きな半球型のブリキ製のパケ、ソ

とこれについている長い革製の袋（tollと呼ばれて

いる）に水を入れて牛（雄の去勢牛〉のカで引き上

げるのである。 1本の＂ープカ邑パケツの f二端に非t;

iLlt司別のローフ。が草慢の）f1¥CひらU、口、る)fこ結ば

れる。パケツに結んと p -- ;," iJ, 出i定してある 2

本の柱の間で動く滑車の上を通り，本袋のロープ

は水路と同じ高さにある滑車の、l:を通ってu、る。

バケツの水がたまると， 2本の口一ア。をクビキに

つないだ対の牛が追われて斜面をドる。それにつ

れノ、ケツは引き上げられてくるか，革裂の端はバ

ケ、ソの口よりも高くして引き上げられるので水は

こぼれない。しかし， ，）＜路，n高さまで来ると，草

袋はローラーを越えて引き出され，他方ノξケツの

口は上の滑車近くまで上がるので，水は自然に水

路に流れ出す。水が全部出ると牛を再び斜面の上

部にもどし，この作業をくり返すのである。

地表から約20フィートの水位の井戸から，平均

1時間に2ぽ沿ガロン前後湯水でき， 1日に 8時間

持げて約0.3エーカー；こ給水できるといわれてレ

る。しかし， 8時間も連続して揚水すれば牛も人

間もくたくたに疲れるうえに， 日照の強u、時間に

はできないので早朝の 2時前から仕事を始めねば

70 

第 3ll!Q 4三によ石防水 f,:l

(/ijj所） V. B. Priyan, lrrigatio11 Engineering, 

1954, p. 269, Fig. 112を護士l照しf’n

ならず非常な逗労働である。ナンジャ地瀧慌の主

体がこのような方式による揚水であるため， アビ

てすンガヲム村において水田科学fを行tr；，には，

i、！の頑丈な去勢牛と男性労働力どが不11f欠であ

り，でJti全どI.）） 上うにしてi可t,f呆J『る必、カ為 frifより t〉

）白一奇E一／1-.記1H辺とな J》てU、るのである （I一

泊や電ブJによるポンプが使用されるようになるまでは）0 

ナンジヤi也における輪｛乍の主たる夕イブ白は次のふ

たとおりで、あるo

(1) シコクビエ Keevul－一一水稲 Samba

二jt.it'ltから行なわれてきた伝統的なローテー

シ：1＞である。 5月末に耕起し， その 5[1後tこシ

1 クピエを播種する。通常，除！日：i土15l=l In!隔で 2

[1－！］行なわれる。 10月中に収穫を終え， 11月中旬ま

でにはらカ月品種の水稲であるサンパのための耕

起を始めなければならなし、。エーカー当たり 10-;>'

ドラス・メジャー（パッカー・メジヤ｝とも呼ばれ，

約2.5ポンドに等しい一一以下 ljiにメジャーと記す〉

合同場に直播し， 15日後tこ故初の除草をする。そ

して，播種から 5～6週間後に市を全部引き抜き，

改めて条杭えに移植し｛同じ問場に），余った苗を捨

てる。この方式による移植は， 日本式の移植より

労働力を多く要するが，少なくともエーカー当た
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’） ：）袋（ I袋／：（＼パJゾーγ・－）はち〈収lilを期待でき

るとし、う。コ j11川の除1誌は移植後日GIi Flに行なう。

I［＇／＇.穫， ,JI日整i乍長i）一七JJ),_, 4月ι11i1Jのヲミル正JJま

でに完了するのが普通である。収量は，シコクピ

1 15～ど＇＇内， :'-＞パあ～日O袋で点、 I), 1%6年にi:l

:1日.Ii I er:. --'IJーがこの方式で行はわれた。

ている農家も少しある。

トウガラシは換金作物として 3戸の農家で栽培

されてし、る。 9月初旬に作付けが始められ， 11月

10日前後に施肥後の本田に移植される。収穫は 3

けから 5月の 3カ月iltlにわたって続けられるが，

多くの労力を要するため，農業労働者を必要なだ

(2）臼t ¥J .-. .1午／ 、水稲 Kurmvai -~ ;f（稲 け濯fHできる上層農家に限られがちである。 1966

'.~amha ,-f;の二!¥ii{¥) 年には 1.70エーカーで作付けられ， 3戸の上膳ヴ

これは1960年頃からしだいに増えつつあるロ一

一シけでノ払お。ます、 2月に仁iモロコシを播種

し， 20日後に 1阻だけ除草して 5月前半に収穫す

ふ仁 6 JJ iこはU、－－て， ノアルワイ）いう：－LSカ月品

稀の水稲を古代に播くと同時に本田に施肥を行な

U、；lO11後に｜事情すろ p これは 11本式出績とiトHま

れている。収穫は 9月中に行なヤ， 「ひこばえJ

／；.次の！＇＞パ，＇.＇）市に犯植され ：，,, 、ょうす分な耕起

片：行な，わなければならヂ亡し、。そして，サンパはクノレ

りイの収穫を行なうかたわら， 白i代iι播かれるの

が普通で去Jる

サL，パの収穫は l月または 2月になる。

このように山1＼を使泊することによ J Aて，，二家

は最初Jから本田に水を引く時に比較して濯i銃労働j

; Jを節約十jる二とができるのぞある。 i%6年にこ

の方式による輪作は 33.42エーカーに遣し， さら

い増加？るi頃1i'1Ji二ある。雨季cl）降水肢が乏しく水

稲の二期作が困難な年には， クルワイの代わりに

シコクじエを作付けすることじなっている。収量

はおよそ10～20袋の白モロコシ， 25～35袋のクノレ

ワイおよび30～45袋のサンパで‘あり，計約75袋が

仔通である。

この主要な二つの輪作のタイプ以外に，労働力

•F 足のためサ／ノ4ーれだけにとどめぐいる Jユ家

や，浅い井戸のため水稲栽清を可能にする濯瓶水

が得られに 日モロコシとシコケど工の輪作をし

エラーラがエーカー当たり3000～4000lレピーの収

益をあげている。

砂糖キピはトウガラシに比べると労力が少なく

て済み，作付けから収穫までの 10～12カ月は濯概

以外の労働をほとんど必要としない。 3月から 5

J-J にかけての時期に作付けと収穫が行なわれる。

テイルチッラパリの市内に大きな砂糖工場（3カ所）

ぷあって，｛rlli協も安定しているので普通の農家に

はトウガラシよりも歓迎されてu、る， 1966年には

三.8エーカ一体戸）で栽培され， トウガラシとほ

ぼ同じ粗収益をあげている。

ライムの場合，最高の収穫が得られるのは植付

け後5～10年であるため，長期的な見通しを必要

とするが， わたくしたちの調査時点においては最

も経済性の高い換金日物であった（市場はテ fルチ

ッラパリ市〉。苗木はセーラム（Salam）県から賢い，

雨季tこ植えられている。 2戸のグエラーラ農家と

l戸のガウンダー農家とが計1.54エーカーのナン

ジャ地で栽培してヤる。エーカー当たりの純益

2000ノレピーという隣人の成功に刺激され， 次の年

からさらに 3戸のヴエラーラがライム栽培に乗り

出そろとしていた。

ところで，第7表に見るごとくヴエラーラの 8

割以上がナンジャ地を所有する。そのことが村落

秩序においてヴエラーラの優位を支えていること

に違し、はなu、のであるが，水利施設を設けること

71 



1971080074.TIF

によって村内のプンジャ地や末耕地をナンジャ地

に変換する竺とが可能であるため、 ナンジ γ地所

有国詰の大きさだけでは．村内のti.会経済生iれこ

おける支配力の大きさを示す指標とはならないの

である（注3）乙十↓／ジャf也であるためにはやit りも

まず，正常に擢i保されていなければならなv・。い

νかえれば， 一対の牛と主主幹労働力とが， fi,J分

なものとしてナンジャ地に配置されていなければ

ならないのである（注4）。

たとえば， ある寡婦のヴエラーラ農家は， 2エ

ーカーのナンジャ地を所有していながら，夫の死

後井戸と水路との維持廿.ffjlが思うにまかせすtJ¥作

を放楽してしまっている。また，｜司じく寡婦にな

ってから， ナンジャ地への配水ができなくなに

牧草地化して Lまった農家がsrゴもある。 三のよ

うな事情から村内地主の大多数は母子家庭である

（地主主主の約8;Jr日。第8去（上村内心JU：主小作！一号！係を

示しているが，寡婦以外の地主は，基幹労労力が

存在しなU、老人家庭， j,;r士る家族労働力が海外へ

出かせぎのため流出した農家，民主をやめ商業に

転進した者などである。また，カテゴリー IIの2

人のj山主のろ命、 1人は苦いたtiIJ v＞パンダヲン

であり，もう 1人は伝統的な職業（牧畜）に従事し

てし、るガウ〉〆 fーである。

ナンジャ地所有者のうち， 1入山ザエラーヲは

20年前から 1エーカーのナンジャ地を抵当に入

れ， 負債の利子を払う／＼t，習にその抵当地を「HE

に耕作させている。 このような慣行はブーギャム

繁 8表村内のナンゾャ地所む関係

← J戸主且出自世界｜主主l計

!f 三1;(!I ti :! l f IJ 111 
72 

bhugiyamと呼ばれている。村内ナンジャ地のブ

ーギャムはとれだけであるが、村‘外にヅ－，fャj、

地をも＂＇ている fプ1 ラーラめいH，あわせて紹介L

ておこう。かれは1915itミから19日年までセイロン

，，，出かせ引iご行／） ,: ＼、た。 itじめは茶イランテ」

ションの労働者として， J〕ぎに料理人（／15），衣料

店員，問屋の会社係勺l、二職業全転々と変去なが 1',

貯めた金の一部（ら(11)(11，ピー） ：＇.£：テイル r--1ラパ lj

郊外の農家に貸してその抵当に 1.37エーカーのヅ

ーギャム地を獲得したりそしてとのナンン、ャ地を

そっくりそのまま同じ農家に再び耕作させ，地代

として年に 27袋の知念得てレる C この契約は元金

が返済されるまでどし、うことになってレる l/t6〕。

このようなヅーギャムf也とは局IJに、 アビニマン

ガラムネf外［，二ナンジ γ地を所有しているヴエラー

ラは 14戸におよび，資金に余裕のある者は村内よ

りも豊壌 iまの高u、ノワーベリ川向辺のナンジャ地

（水稲の三期作が可能なところもある〕を購入しよう

とする傾向にある。との14戸中 4戸は遺産相続に

よって科 Cv、るが，残りの10戸は過去10年間に現

金で購入している。おもな資金源は出かせぎ労働j

期間中の貯念やセイ p ンやマレーシアに住む肉親

からの送金である。規模は 0.64エーカーから10エ

ーカーまでの間で， ヤずれも耕地のある村に住む

出家に貸して定額小作料を取っている。

その時々の降雨に完全に左右されるプンジャ地

挑作と違ず》て，人為的な農業用水の供給によって

プンジャ地の 3倍の収穫（同じ作物の場合で比較し

て）を得ょうとするナンジャ地耕作の場合，一対

の牛と壮健な男子労働力が不可欠であることはす

でに述べたとおりである。 2頭の牛と 1人の男を

常備することによって経営できるナンジャ地の規

模は，土地条件や井戸の地下水位によって多少の

差はあっても，この村ではだいたい 1～1.5エーカ
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'.''tttJcr，大工である '7,, r子 ι一・ T -T-γーリ

ーによ〉てれ：九れていて、 14'.Lfitlj 5 IL ！子－ Cあおc

ノド，1〔l土肥n十l[¥I.干建物の運搬に不？可欠とふるが，

グパErr: t !J!¥c経済i二i＇寸て大：＼＇ /;, r1JH.であおの Hifct

IH{f'-放4けらf十一IJIJi々に l {,:,00～70011,. ［：＇ーもすふ《

本iに；.t:'.xf,vl'I' ,j ，ん：ふり、そのうに~：Jf；が 1'/ T ・-:, 

F、 l f，カ： f-T T-I f、‘ 干支り（）） ,1 f，力、り ！［ ・

1ザノJ二 V tリて所f干大！lC ＇，、t,0 !J ！［ ・寸ーリ，，

C' I 'j: 111 (t);'.Jc ・:tリllで； j／，：く、 ;j ; 1,；これ村ペ：j',J,'.／して

L ふ＇ i今，；，も＇） /;: '・ 、 ~·t京 I ! {t'i' ,Jふ＼： I) i ). ／；、／； ＼、Jう＼

そ（＇） ｛問、Iit 1 r1にグノ竺 1.:, •l, t:＇＇ーであら。

1・1転，1,i上＇！二 If（より安L、（2:',0～；＼（）（）ノLlプー〕。営JJミm
仁不可欠正いうほどでi土なし、が、 HI坊がl;i;f:tUか

1',j日l1iれてL、に I）、 分散してし、る農家でftきjpめて

{J)jj亡、ふるο20f ，＇か村氏に所有－ -" xiて1、て、その

：＇；、J，穴；tり ，ーラぃーニ示 ](i. l I 子 1-/. l、7ドil

' ; ,, .γ－ rγ、 11- I, fン・す，庁、ー I 

）／よ J ’Eこv、とうつ 二jJ t~ ftりljに， ゴ軒♂〉科f1':f/i'.!J. IO 

イf;!, 1・1転，j〔，ctHtしごL、ノcc:,.. J段＞J静止；tl 、－，~ (' ; 

J: \’')~ /) '.' ,1;、／巳仁くと 4，；千 ifl，山士j'¥ 、て L、ζ，〉

増＇）＇.：て t巳 r~ グ）f長、1'（」；I,j/, f.1.もく、 H♂）老人に1五11.、て

丸、 1・1恥iI Ii ,I_,二！？シ r・1了ノトを例外ド Lて， 1)fflll

~：1~ ；う白 1＇，日どんど変わ、てい伝いそ｝ごふく＇ o これ

.iJ (/ ,1;;)} （＇、民主＇f:1可：0二1,,Jl. :¥ ・It，安定／， IL;:, i二； l,

)H ;f((I）五J’＇,il t・ 確保が t.. fこj；り l,大切さあり，

われくしてはち少W:AIたt,主ttを｛史！日し工 1,Jノ／’ぃ、

,¥/'t／序ム？そ主琴tできなかず》，hこものとちえ「》れる。

次にヰく：fl－＇民主に従’ド Lてし、る村民に＇）＼，、て｜併！片

見11(二十長；Nしておこうの

ア l二二マンガラム村では H本の村と違って， i也

:}.fJ＼／ト｛1：人かということがあまり決定的な意味を

もたなし、。たとえば，村の行政に大きなカをふる

ぺているムンシフは自作J也1.12エーカーに力11えて

0.忌仁一力ーをノjイ下して，ライムやトウガラシを'T'k;

惜してL、ゐ。多くの労働吉を雇用し，その収益は

村内有数である。 これに対して村内で最大の寸〉

ご γjむを所有してい0地主は，揚水労働のための
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γyしをiぎぶ民主労働者が｝脅えてし、ゐのであム，

.JJ-c:M: 1, 1乙くの，：・： て γノレ ＜:i r，）を iffl p 仁レ

ィ：， ；＇.｝家 i.t. r::1発 p、ン Tγーヤト ftt Jーであるο

fL’；；：ti:::する時間がなL、ことれどの翌日fl！で常lff＇ヴ；(1，占／＇1士！長えたか J ，／ニ；Eかりに，1.'.2!JT- ); --

七九； ,, i:;'':'i{iこfトn.~辻、残心 i うよ山：t '. ・-/1 --f.t 

て（.／）.！：、 ：） iにこ;f:p寸前下）i，こ' l ＇，、ノ；。）／叶J心リ）［＇ [_ 

i. 1 I吊供I｝ん、「〉！九て i,'I、；'I人／） )j/i;f({,'.r:.・ ＼＇に Jて

三れ｛／）＇：ン γ／しを尻レてい弓！史家ft4い七、［ん干、ii主n：：て瓦内山下J/;.I t. / 
,, t ど〉｛心1J:I jた1

ふり， ＇：A lぞ;j1、I1) -, ＂：〆： I＇.円食料 i'1111輸入自の’iミ’iZ；、／，／.： I，子；： !:JU¥:tit,', t: 1, f
l
 

f
i
 

l
 

l
 

仁川ヰi発ノ、二( q:・ 1 !'l'M粥；一lυ入 12)ltのノ、／ ミ 7 ‘ 
’ J ' ' v, '.)' Iイ1人； ' i; ; iふ： ＇＼） ＇・、〆J心： il 

I '1 

Yγ ーγ ト副委員長，および，（4）ーI・ ( ドム－山宗一デ／ィ1，＇川中 ＇（ 山n 叫；ょ Hr1·1 ツ； i~）） JJ: '. .'.(,j ／
 

とのりれ‘（2)ン..，.」＞－1ンi守ffj f青の実家であら C,4ふ芝自己｛んにささ i:I, I 勺）れで Hl~Jt L力、；七である U

数＇I二IJ!iか c，升f1't,_ J~\ 

sご・，＂＞ ~. γj世主＋；〆に γ ｝也 i~. ijk; 1%: L （それそ2れ

1/.li' ・-/Jー土 iコー右ー）， :j-6き11% fl物を栽j去してL、

i c (41の農家と；よ，,r¥ ＇、：ノンfflJ f~ i/i; こr-JずるIV-！係it ／；ースト；jjlJ」ご

!; ;-1、｛、j；二lよ‘f

－？ r
 

！

υ

－
 

Y
 

J
川

T
／
 

このほか他のヴ；： ---, .ラかヨ 111•,,,, 人：ノ シ7ft, 

i「/J・:/1.ィ九モし亡泣けるI室長f；にι乗り W,L

ル 1'amiiyal I: II、f;Jれるi.1)j.f ( 4 IJ 

Pレi)JよA,・., ｝；ιl u: IJ .tでジJ I "i' iぞがJ）企 ii'，：＼、て

11t,,11 ''・ 

,, ,, 

二J, K ! 'II hヴ；吋 i）、l、、 ＇.，） 討j,. ) '' 

i'i f片山 ／Jー士山.t: -, / ¥. ム〉シ Yの；f,W?Jlf二上ぜ’ C,,, '.: とl'J1}・J I !c}ii1'(j .＇，肘 i宇十ci, t・, ・i,' 

I,! I・ ，／）ゲ？に 1し交才〉りつ／〉あるハごれによマ p 亡‘／←← ） ' ｝、I,7 1 ,- •I ：上、

'J ・-・；，ト ιη ；HIJ約カ：jリまりつ／｝あると解釈するよ、Jj
 

－
 

i
 

－
 

｝」？
込

J
・1

r
 

' .’＇，， ,- '. , T ' 

'1ーく IHilk＞，；長mn・r土Jたして1,ll,tしにもので九九 I／（， こJ、J ;t i オ1;! 、｝い〆ーとんら。 ハ〆

(.¥ ／，：く， n二会ω必要に！よ：じて絶えず変化しん/J・; (-,, 九iI 1.1 v ', ,; i (:_ l ( l 1点,1., t 1,r,;nJ 1). ,, 11 /1: i、γ

スト111/j~ （｛） 供！下を維持しようとしてし、之〉土み'Liぅ、：. H,1 りふる.-止け］I,(;)'ゾイd立土（主；＇ I ' 

る一三であんうじ

任 If,v，ノJンー二 rノレを雇Jjjしている残りの 3.Ji

引い／ Y. "j一戸世家f;t, (j）村の郵便局長，（2）ク、ラー

ム・ノb、L fγーヤト山メンバーおよび，（3)i:,t－で－／昏

-w：，よし〈 ( f1jよド日）l), 

子イ i牧、: ll)～ lO 1,. I二・－－ V ，｝見Jl, /1'/.t i二王くドー

：」－＇ pレ〔／）

,:',:1¥¥lj証］！己jjょにI'.'.J j-IしI{:Y：がふ（；｛、J-,'s;γ ソ 1j'.,(, 

,t.)l仕｛／）ノ、斗:!tふ川／〉‘6J山、n・t口frである。 Jこたし、

上地改革をfJ!j

にして未桃j也を売り急いだイナームダールから 2

3こもカーを購入し（1965年入ブロ、ソク開発事務所

郵便局長は，大きいおH-5:昆であら。二一γIレ（／ことえ／11（店主であっとも：Ilこi土， l(i袋の1t.:vり

に l'.2~ミ L ；ぅ、：dムわj lないじ村では， 16袋の私iは－家

を長うに）lるI以入てあるとみなされてL、るのであ

る。ノ；弓イヤ，1,, Padiyal とIi千ばjtる上I熔iL，、σ）臨時ム このように，

J こ二ヤノレを雇ってし、る農家は同時に村内（もちろ

んヴ 1 ラーラ内でも）の有力者でもあるO

から融資を得てナンジャ地｛じした。

午:iAが安定してレるとい才〉れて労（肋宵；二i七ぺて、

！互業労働？？山供給源で、あるV、るにも点、泊、.！ ）九寸

パディヤルだけを季

館i的に雇用する白作農または白ノト作（数戸の小白｛1ご

を含む）である。それ以外には，全く十ンジャ地を

所有せずもっぱら分益小｛乍だけをしてレるヴェラ

残りのヴ工ラーラ農家は，ハ L二三 γ；［を希守Jする芦が少

7「ラ；；kノ九二三ヤ Jしを探す

}Hi到jの高度：がii：ーい、こと，休日

プンジャ地のi丹什など自分の家の

毎年上＼~c/) <'/ 
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めに百ザ7し亡し、る。

パラヤンのr:uでは，

7ふく，

品、少i.n、こと，
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ーラ！九京が I；・，だけ1{{Eするノ

カテゴ IJ -ITである後i佳犠1'11のドl小1V2 j況は，

クノレ f・1わ'Jング とヴ γ ；，ナン！ーであノ、九

村で支配的な小作制度lよ分益小作でd'＞るが， I主

演小(1 （ーっし＇'111］外を除いてす、 (f見が／j人L、）［上ぷと

して；mタト、IHかせざに n’B作 f：在地下の農J白＇.＇i J 

Ir.われてレ心。 その制tよ， ts lそ机l(Q.f昔：の；1'.t｝しり

1にHi、円寸－;r_、＇，＂、 b/1.ごし、｛＇.） " 

分益小作ffi!J度はてつの形態がある。 L、ずれも収

穫物 ！，ご.，Il場でjリrct:と小作人ι丸、分割一｝る慣行ぷで

きている。 地主が分益小作人に種子，肥料全供給

し，水炉l費（JI：.つ 1ら水士 JIく初νじ3合）そ11'うど：）九：

ら， 総収屋；の 2分。〕 1が白日のllizり分となる。ご

！もがL : I f」t｛.，菌のII三慢であふ。 な；＇＇. ））形J岳山、

分益小作農が牛， J1'1 陽水用11t.:.. ；主を持たに

てJ也斗ニかじ捉供してもらう ＃4(,', llltとの取りはl.t 

35トワコど九、之、 こ山！援態・＂ )J／~約i土、 :j) ／；こ＜ L i二

九円調査時点では三つのうースI"けであ.) fこ。 L、

ヂれ 1,l,j益，1、i'i人は，.）ヤ乙てあり、 196G：ド i；で

は3人共農業労働者であった。かれらはl也::J油、「，

融資Lても C'，】て， .llく去勢すと ｝］＇：パ !Lに＞＇；＇；沌を

買って第 1の形態へすすみたし、と日， pてU‘た。 /iii! 

ゆで分けた収1建物をjむとの誌と； J戸］けい＇） U:，］、作農

の義務である。 その代わり，藁は令部小作燥がも

らうことが多L、。

契約期間は1年単位で，平均3,4凶j，更新される。

文書による小作契約はなく， すべて口頭で行なわ

れる。 契約九er;についての紛争が発生 Tれば， ゲ

ラーム・パンチャーヤト裁判所で裁定することに

なって！ィ、る。 与；；J、｛乍W1k存在しない。

ヴエラーラのあいだでの小作契約は古くから行

なわれていたJう～ ヴ仁ラーラが抵カ ストの地主

の耕地を，］、作することはなかった。 ヴt ラーヲ刀、

タトは， 七地を所有できなかっ犬二わけCあるから，

:. ;tr :t当然である。 ところが， 1966年 1人の若ャ

ウ＼‘ラーラの農民が， 自分の労働力を遊ばせてお

く！：りは低 ／Jースト山ナシジャ地合小作ずる方が

主しであると決意した時， この慣行はくずれた。

クル L パ・ゲウングーの分位小作人にな yhので

ふるじ iアヱラーヲの中には， 自分の服する力ース

トのHrl戚をfJ,i－）けた Tいって非難 10者レレL¥

？こti': 多くはこの現実を黙J ，て認めた。／：－ ~え，

ゲヴングーの小作人になっても， ヴエラーヲの成

誌であるかれがカーストの i：て1土Jliri：より ι1ゴ立

であることに伺の焼聞もないのであるが，

ーづたちをしばらく同惑させていた。

ヴェ弓

局後iこ、 農業労働者の経済状態を少し検討して

おとう v

である。

あ！（｝表は村山農業労働者そ分類、 Lt-司、 tJ)

lブゴ工ラーラの男は 1人もノfヂィヤルにえに

-jナレItv、。 Lヵ、L 土地たしの1主婦や＼＇ーハ家治、

はi主主導：労働者として牛一計を立てる上りほかに方法

がなレハである。その場合， f皮女たらはつとめてfK

カーストの終宗で耳t）、れる .tりは， ,'/ r .. ；手」ラの

農家に経われようとしていた。 だか，それは経営

外i乙｛｛｛Eして，，、るf二tゾ）ヤつでも必要な農家で自由

に使えるととを理想、とする村落内分業の原理をこ

jγ.jこと iこん：と〉ぴ）・でラ ヴヱヲーラ出身であ：ろか九

とい.）て格別の肥慮をうけることはなくなった。

111:1 ,~~1;! 
I同日日出
II i~~j~ I 3i I i I g ¥ 

カテゴリー

カテゴリー

7 
8 

11 
39 

カ子ゴリー_III凶凶JlU_t
i入
仁l

〈注）

アラ
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伝統的な職業カーストの技術や生産用具を失リ

アて汁が， との職むよー捨てーく農業労働者にたるftfiiり

がみられる←ーカル・オッダーやガウンダーの例。

ご lて， J、リジ＼＇ ；，は山花労ff}]fiの供；（；＇； 1！；；〔とお

ていて，就業人nの B訓までが農業労働千？である u

;- -A',~: 二Ix性，，，民業的HY1者ーが乞いの；Il l I 11J｛ぺ（lj

ll記りなどヒーク ll01iU〕農w業が女性：二よ v ，て行ムj ! 

]1，泊からどあ7)－九労｛政の聞には特定の結び〆コ会

/;: /rく， ！作をかけられ！： 11院に行ごくことにfζってL、

る。

；／，』去10：下問，民事労樹首の主主:r,;J<準（上ほとλlど

変わっていない。バディヤyレの場合，；労／;t2 .5メ

、 γ ーの i"~ 物 （ J.3 f】にれ；プラス；，t食主たは現Iiぅ

で 1ルJ ピー，女は1.Sメジャーの穀物または 0.5ル

十、の王＇lI＇.、であ Jiこ。 Lかし， 1%6年 ，）） 収穫期

（が）に農業労働計たちはなかば集団的にヴ工ヲ－

:1 1二前］7'. ' て‘ II~ のW:ri:'i'. 1 fl ::;/~-- 1－ト iこ •JI c? 

トげるよ月要求した。 r!":c味期、弓ふり， f也：二労働力

の確保かむずかしレ状況だったので， ヴ工ラーラ

たらはご・／）要求 5壬け人れるとと；こし‘ 約数・flJJ 

この賃金が支払われた。しかし，この要求をi1請すぎ

〈）と判i村fLたウマラー？たちi:tr,1年 11JJ、グ

l、．パンチ γ一ヤトの会f干でもとの 2.5メジ、ヤ一

T：土E食Eιt土Jic」f土なし（＇） :iメtγ一に引き下lj九／〉

ことを決めたo ただし，現金払L、の場合は従来の

l rレピ←カミら 2ノレピーとぷ食仁引き上げるこ土に

した。そして， この決定をパンチャーヤトの雑役

Jこである γェティヤン Veteyanに太鼓を危たじ℃

付中をふれまわらせたO

籾の価格変動が激しいので，農業労働者は通常，

現金よりも現物給を希望する。たとえば， 1966i＼二

3月から翌年3月までの価格変動（サンパ 1袋〕は

1kのとおりであるc ’6ti年 3月三4／レピー， 7月：15ノレ

ヒ。ー， 11月45ルビー，’67年 1月501レピー， 3月35ノレ

76 

ピー， すなわち 1日3メジャーの現物給は 1.J1ノレ

仁ーから；lYa,,/ t：＂ーの間を変臥 Lた三とになふ，，

したが〆〉て，結果的にはパラヤンの要求は認め

心JLず，敗北しにわりであるが，これtで近く三：

j泊るH寺には， はき t》のを脱ぎ艇をかがめて歩かな

けjLばならな均、ったヴにラーラ iニ1i'1J/J為リて， 正規

ui I吋体-:y;'{t与でたかったとはいえ軍団で？度求を】〉ぎ

つけることができたという事実は， ヴエラーラと

いえども汗定できないのである。

〔ii(1 ) 地目別の所有地面積がカノレナムによって録

公き 11Yつは‘ l936'•F j りも新し・＇ 1957:1上り，1.、いこ

'1-1引ソかで;J;,,:O力、，てのHllのとの:tj＇であるかは不明。

いずれにすよ、その後ブンジャi也斗ゾンジャi也γ変j換

I f二jru ！（〔(t;J (F E の：，rr 、•， J易合）， .！，る＼ : I Yン三 ij也

i rJH'I ・1: i主に t，：り荒拠地｛じしたl街積などIi全く，ic:餓さ

!Iご、 J いの｛，現実にiぺ［乍され；Lイ 1(11績と iげな

11 'i，＇ 〆日，，てい乙のである門

c;;, '.c:) モ，， Pシに I12紙類v,＇て宇 i ：土，ソ〆ジ

1・ J~よい 1'1 HI t ,, .nるiJ，） 士r'1モ p .1 シ， ブ／ジャ地に

i'i'/J：十古 1[7) i, (Ii若干、モロコシ ！－ u子んでいる。

Gl:1; こし.， ,',,t7}( 1111•liffI(fif1'｛，〕大〉：が itIJ書l'rJ：こ

キlft; I大！の序列企耳元していた農地改，'j',:前LηIJ;;t農村と IJ

if L 、w公＇ .-: ＇.、ると、～←る。
おk曾 3

〔i¥:4〕 この.＇.＇Iでも印：策（大学〉単位にHJ水管理体
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